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滋
賀
・観
音
寺
城
下
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
町
石
寺
地
先

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
五
月
―
六
月
、　
一
〇
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
⑪
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岩
橋
隆
浩

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代

（戦
国
時
代
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

観
音
寺
城
下
町
遺
跡
は
近
江
国
守
護
で
あ
っ
た
六
角
氏
の
居
城
と
し
て
知
ら

れ
る
観
音
寺
城
の
存
在
す
る
観
音
寺
山

（緻
山
）
南
麓
に
位
置
す
る
遺
跡
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
当
協
会
及
び

安
土
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

数
回
調
査
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

古
墳
時
代
か
ら
戦
国
時
代
の
複

合
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
特
に
戦
国
時
代
の
遺
構
及

期

び
遺
物
は
翻
音
寺
城
の
城
下
町

廊

に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。
今
回
の
調
査
は
県
営

回
場
整
備
事
業

（送
水
管
埋
設
）
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
幅

一
ｍ
の
ト
レ
ン
チ

を
約
二
�
に
わ
た
っ
て
設
定
し
た
。
確
認
さ
れ
た
遺
構
は
七
世
紀

・
一
四
世
紀

頃

。
一
六
世
紀
中
葉

（戦
国
時
代
）
の
三
時
期
が
あ
り
、
今
回
報
告
す
る
将
模

駒
は

一
六
世
紀
中
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
他
の
戦
国
時

代
の
遺
構
に
は
石
組
溝

・
素
掘
溝

。
井
戸

・
土
坑
（？
）
が
あ
る
が
、
ト
レ
ン
チ

幅
が
狭
い
た
め
遺
構
の
性
格
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
当
該
期
の
各
遺

構
か
ら
は
土
師
器

・
陶
磁
器
類

（瀬
戸
美
濃
。
信
楽
・
染
付
な
ど
）
。
瓦

・
木
製
品

（下
駄
・
盤
・
漆
器
椀
・
漆
器
皿
・
木
製
椀
未
製
品
・
鋤
・
杵
・
編
籠
・
ザ
ル
な
ど
）
。

金
属
製
品

（鉄
製
刀
子
・
銅
製
鞘
）
・
鉄
岸
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

出
土
し
た
木
簡

一
三
点
は
全
て
将
棋
の
駒
で
、
土
坑
と
推
測
さ
れ
る
遺
構
か

ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
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「金
将
」
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将
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「金
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字
は
す
べ
て
墨
書
で
、
彫
駒
や
漆
書
の
も
の
は
一
点
も
な
い
。
ま
た
裏
面
の

「金
」
は

「銀
将
」
と

「柱
馬
」
で
は
楷
書
で
し
っ
か
り
し
た
印
象
を
受
け
る

が
、
「歩
兵
」
の
も
の
は
崩
ｔ
た
字
体
で
あ
る
。

平
面
形
態
は
現
在
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
「歩
兵
」
の
み
縦

横
の
比
率
が
他
の
駒
と
違
い
細
長
い
。
ま
た
厚
さ
は
ニ
ー
三
ｍ
と
薄
ぐ
、
駒
頭

か
ら
駒
尻
ま
で
均
一
な
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
形
態
的
特
徴
は
ほ
ぼ
同

時
期
の
福
井
県
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
出
上
の
い
わ
ゆ
る
朝
倉
駒
に
酷
似
し
て
い

２つ
。

（岩
橋
隆
造




